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NO2
鳥取県立美術館整備運営事業　業務要求水準書　別添資料５

▽分筆境界線（暫定線）

注記）リス舎関係施設が立地する地番「（1）3-1」西側の一部は分筆し、倉吉市所有地として本事業の事業用地から除外することとし、現在倉吉市と調整中である。 

　　　本資料に示す分筆境界線（以下「暫定線」という。）は仮のものであり、この暫定線からリス舎関係施設の東端までの間のいずれかの地点で分筆を行う。 

　　　なお、分筆後の地積測量図を本年11月中に公表する予定である。




